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１.  はじめに 

 近年,レーザー光の空間伝搬を用いた移動体との通信が
盛んに検討され[1],安全な光回線形成のために再帰反射
鏡を用いる手法が提案されている[2].しかし,提案された手
法の課題として,空間伝搬する光が大気の影響により移動
体側において到来方向や受信強度の変動が観測される.こ
のため,通信光の地上局方向への照射に誤差を生じる.そこ
で,地上局に設置する反射鏡を複数用いて,生じる誤差を平
均化する手法について提案する. 
 
2.   複数の再帰反射鏡による大気の影響の平均化 

再帰反射鏡を用いた光回線形成[2]では,移動体が地上
局の位置を確認するため,移動体が地上局に向け捕捉光を
照射する.そして,地上局に設置した反射光の到来方向に
基づいて位置を検出する.本手法では,地上局に反射鏡を
複数設置し,大気の影響による地上局の方向の検出誤差
低減する. 
図 1 は本手法の概要図である.設置する反射鏡の位置

をそれぞれμ１, μ2,μ3,μ4とし，同図中の黒星点で表す.
光の強度変動は,空気中の屈折率のランダムな空間変動に
起因する.そのため,各反射鏡を大気のコヒーレンス長以上
に離した場合,反射光の強度変動が確率的に独立となる反
射光を検出する移動体側では、大気影響による光焦点の
位置変動が生じる.この変動の分散値をσ₁, σ2,σ3,σ4と
する. x１,x２,x３,x４は、焦点位置の変動範囲である。また,地
上局を原点とした x 軸とｙ軸を与え,x軸上に位置する x１,x３
を平均化した照射領域を Nx，x2,x4を平均化した照射領域を
Nyとし図 1(b)に表す. 
計算例として, Nxの確率密度に着目する.Nxは 
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と表される． 
式（1）および(2)による計算結果を図 2 に示す．x１および

x3の半値全幅は 72 であり，Nxの半値全幅は 50 となる．ま

た，x軸上に反射鏡を 4 個配置した場合を図 2(b)に示す．

この場合, Nxの半値全幅は 35 となる.従って,本手法による  

大気の影響の低減は有効である. 

 

(a)本手法における平均化前 (b)平均化後 

図 1 複数反射鏡を用いた大気影響の低減手法の概要図 

(a) X軸上に反射鏡を２個設置した場合 

(b) X軸上に反射鏡を４個設置した場合 

図 2 反射光を用いて検出する地上局方向の誤差 

４.   まとめ 

 本報告では,再帰反射鏡を用いた光回線形成手法につ
いて,複数の反射鏡を用いて大気影響の低減する手法を提
案し,その成立性を示した.  
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